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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 第４回「トラックの日」の事業実行委員会 

開催日時 平成２４年６月２５日（月） １３：３５～１５：１０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 会長、委員１１名、事務局４名 

 
協   議   内   容 

 
定刻５分遅れにより開会。開会にあたり岡田会長より挨拶があり、その後、薩摩委員長の議

事進行により議題に入った。 
 
（１）平成２４年度事業計画案の検討について 
    会長から事務局に対し前回の議事内容について報告を求め、事務局から参考資料によ

り概略報告があり、続いて協議に入った。 
 
① クリーンアップ活動について 
  薩摩委員長から下司部会長に説明を求められ、部会長から先程行われたクリーンアッ

プ部会の決定事項について次により報告があった。 
 
  ・ 例年どおり、しくしくと地道な方法で進めていきたい。 
  ・ 前回委員会で意見があった「滋賀県トラック協会」の桃太郎旗の作成については、

安全面を考慮して従来の「ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ」の桃太郎旗と同じ

大きさとする。旗のバックの色は黄色とする。文字については、上から横書きで滋

賀県、次に協会のシンボルマーク、その下に縦書きでトラック協会の順番で現在検

討中である。製作枚数は１０名（１班）に１枚の計算で１５０枚とする。 
  ・ 黄色のベストについては、班の先頭と後ろの２枚を着用することとし、３００枚

を作成する。 
  ・ 今年度は、「滋賀県トラック協会」桃太郎旗と黄色いベストを作成するため、例年

の黄色い帽子は配布しない。持っている方は当日、着用してもらう。 
  ・ ゴミを拾うハサミは補充を行わない。 
  ・ ペットボトルのお茶は昨年同様、１本９０円以内とし各支部で手配を頂く。 
  ・ カッパは使い捨てで最初に買ったものからみると４年経っているので、くっつい

ていないか等確認をして頂きたい。 
    なお、不足分があるか調査を行うので回答をお願いしたい。 
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  続いて、出席委員から小さな子供の安全対策について質問があり、部会長から預ける

人がいなく当日連れてくる場合は、例年どおり親や周りの人、同じ班の中で安全確保に

ついて十分に気を付けてもらいたいと述べられ、その他意見もなく、以上の方向で進め

ることになった。 
 
② 事業（イベント）の実施について 
  薩摩委員長から本日は松田部会長が体調不良により欠席のため田中委員に説明を求め

られ、田中委員は今までの部会の流れについて報告があり、続いてイベントの取り纏め

を依頼している企画会社のＫＢＳカルチャー（早川プロデューサー）から内容・予算等

について資料に基づき説明があった。 
 
  続いて、事業部会に出席されている中西広報副部会長から、イベントの開会式では、

地元守山市長、県環境部からもご挨拶を頂き、又県環境部の来賓に例年１１月に実施し

ている「びわこ地球市民の森」植樹の苗木贈呈を行うことなどを検討している。その他、

ステージは会員のウイング車・平ボディを借用、備品についても協会にあるものを出来

るだけ使うなど経費を押さえていきたいと述べられた。 
 
  また、事務局から資料８Ｐ告知媒体案（広報）では、広報委員会で７月からびわ湖放

送で協会のＰＲとして第１・第３日曜日の１８時５分から５分間番組の放送を開始する。

１０月７日に「ぐるっと・びわ湖・クリーンアップ」と「イベント」について事前告知

が行われる。１０月２１日にはイベントの事後広報、１１月４日にはクリーンアップの

事後広報が行われる予定であるとこを報告した。その他、駐車場についてはこの陸運団

地だけでなく、レークさがわの駐車場も借りられることになった旨の報告があった。 
 
  以上の説明・報告を受け、次の意見があった。 
 
  ・ 具体的な内容が示されており良いと思う。 
  ・ 午前のクリーンアップが消えてしまうのではないか。 
  ・ 良い内容である。これだけのイベントであればたくさんの参加があると思う。 

大津支部では高島が解散地となるが、帰り立ち寄りする人もいると思う。広報の

内容も良い。 
  ・ 青年協議会として全面的にバックアップしていきたい。 
  ・ 警備の費用が高いので、協会メンバーで出来ないか。 
  ・ 当日は地域の人や子供もたくさん来ると思われるので安全には配慮してほしい。

  ・ 前回の委員会では反対の意見を出していたが、盛りだくさんで内容も良くよいイ

ベントになりそうである。会長が望んでいた内容になったのではないか。５年目を

迎え大きな花を咲かせてほしい。 
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  ・ 会長から、この内容であれば全支部からも来てもらいたい。閉会時間は遅くなら

ないか。オークションに出す品物は青年協議会だけに任せて良いのか、との発言が

あった。 
     吉川委員（青年協議会）から、最終的に東北の被災者に義援を行うということ

であるので、青年協議会でも復興予算を組んでいる。その予算を活用し商品を購入

したいと述べられた。 
 
    続いて、会長から正副会長も支援を行いたいのでそのつもりをしてほしいと述べ

られた。 
 
  ・ 当支部では、開会式・閉会式共きちっと参加者は整列しているが、昨年、本部に

来て開会式・閉会式では誰も整列していないのを見てびっくりした。特に今年、ク

リーンアップの閉会式の時間帯は、屋台やフリーマーケットに人が列んでざわつい

ている状態になると思われる。又例年、クリーンアップの開会式に来賓として県か

らご挨拶をしてもらっており、このイベント開会式でも県に出席を頂く予定となっ

ているので、クリーンアップの開会式・閉会式とイベントの開会式についてすりあ

わせを行う必要性がある。 
また、昨年、湖南・甲賀支部は会場がここ（本部）ということもあり、前日準備・

当日も協会職員に協力をしてもらっている。我々の支部でも協会職員に手伝ってほ

しいということになるので、その辺は考慮し各支部で対応してほしい。 
 
などの意見があり、諮られたところイベント内容については概ね了承され、今後、

出された意見も踏まえ進めていくことになった。 
 
③ 広報活動について 
  薩摩委員長から外村部会長に説明を求められ、外村部会長及び中西副部会長から１０

月７日にびわ湖放送でクリーンアップとイベントについて事前広報が行われる。 
８月２２日の広報委員会に我々が出席し、ＰＲ方法について打合せを行う予定となって

いる。その他、プレス発表を中心に当部会で動いていきたい。今後も事業（イベント）

部会に出席し、チラシ等を活用するなど広報活動について考えていきたいと述べられた。

 
 続いて、会長から１０月１４日、当日、テレビ・新聞に取材をしてもらえるように努

力頂きたいと述べられた。 
 
（２）その他 
    薩摩委員長（人材開発委員会担当副会長）から７月５日の経営者・管理職研修会の参

加要請が行われた。 
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以上で実行委員会は、閉会された。 

 
 
  ■次回委員会 

日 時  平成２４年７月２５日（水）１３時３０分～ 
場 所  滋賀県トラック総合会館 ３階「研修室１」 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




